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急速に進⾏する少⼦化や⼈⼝減少を背景に、⼦どもが
健やかに生まれ育つ環境づくりの推進や、心と体の健康
づくりの推進、地域における医療提供体制の整備、⼤規
模災害や新興感染症発生時の健康危機対策、地域包括ケ
アシステムを基盤とした一⼈ひとり生きがいや役割を持
ち、助け合いながら暮らしていくことのできる地域共生
社会の実現、食をはじめとする「安全・安心」の確保な
ど、保健・医療・福祉を取り巻く課題は多種多様化・深
刻化してきている。

このような課題に的確に対応し、安心で豊かさが実感
できる備前地域を創造するため、市町村、関係機関・団
体等と連携して、次の施策を推進する。

基本方針
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主要施策

４ 健康危機管理対策

（１）⼤規模災害発生時における医療の確保
（２）感染症対策

１ ⼦育て支援の充実

（１）健やかな⼈生の基礎を築く⺟⼦保健の
推進

（２）地域ぐるみの⼦育て支援の推進
（３）きめ細かなサポートが必要な⼦どもや

家庭への支援

２ 心と体の健康づくりの推進

（１）心の健康づくりの
（２）推進体の健康づくりの推進

３ 地域における医療提供体制の整備

（１）第９次岡⼭県保健医療計画の推進
（２）地域医療構想の推進
（３）地域医療提供体制の整備

５ 地域包括ケアシステムの深化・推進等

（１）市町村の取組支援等
（２）サービスの質の向上

６ 障害のある⼈の⾃⽴と社会参加の促進等

（１）障害のある⼈の地域生活支援
（２）生活保護法及び生活困窮者⾃⽴支援法

の適正な実施

７ 生活衛生対策の推進等

（１）食の安全・安心の確保
（２）生活衛生営業の衛生確保等
（３）医薬品等の安全確保
（４）衛生検査の実施



企画調整情報課

１ 地域保健医療計画・地域医療構想の推進

- ２ -

疾病の予防から治療、リハビリテーション、介護まで、より良質な保健
医療体制の確⽴を目指し、本年４⽉に策定した岡⼭県保健医療計画の各種
施策の推進を図る。

〇 地域医療構想とは２０２５年に向け、病床の機能分化・連携を進めるため
に、医療機能（⾼度急性期、急性期、回復期、慢性期）ごとに２０２５年
の医療需要と病床の必要量を推計し、定めるもの。

〇「県南東部地域医療構想調整会議」を設置し、今後の医療需要の変化を⾒
据えて、適切な医療提供体制の構築に
向けた方策等の協議を⾏っている。
・令和５年度︓４回（２回は県南東部保健医療圏

保健医療対策協議会と合同開催）
・令和６年度︓２回の予定（7⽉に実施済）

（１）第９次岡⼭県保健医療計画の推進

（２）地域医療構想の推進



（２） 高病原性鳥インフルエンザ対策

健康被害の発生予防及び拡大防止

・健康危機情報の円滑な収集・提供
・連絡体制の整備
・関係機関との連携強化、情報の共有化

（１） 新興感染症対応を含む健康危機管理対策

鳥インフルエンザ発生時に、速やかな対応を図るために定めたマニュアルに基
づく研修、訓練を実施

２ 健康危機管理等

保健課・東備地域保健課

- ３ -



１ 感染症対策
（１）新型コロナウイルス感染症

・定点医療機関から週１回の報告により把握（定点数︓全県８４カ所、内管内１５カ所）

（２）結核
・新登録患者数

Ｒ４年 Ｒ５年

本所 １０件 ２０件

支所 ２１件 １８件

▶正しい知識の普及啓発
・エイズ出前講座︓本所︓２カ所 支所︓３カ所
・世界エイズデー街頭キャンペーン︓２カ所

▶早期発⾒・早期治療
・電話相談 本所︓１５８件 支所︓２６件
・検 査 本所︓７３件（２回/⽉） 支所︓１３件（１回/⽉）

- ４ -

種 別 届出件数

本所
３類 腸管出血性⼤腸菌感染症 １件
５類 劇症型溶血性レンサ球菌感染症 ３件
５類 梅毒 １件

支所
４類 レジオネラ症 ２件
５類 梅毒 １件
５類 侵襲性肺炎球菌感染症 ２件

（３）エイズ

（４）感染症発生届の状況



（１）市町と重層的に切れ目ない⺟⼦⽀援

重層的に市町支援

未来のパパ＆
ママ出前講座

妊娠中からの
気になる⺟⼦
支援連絡票

産科機関等
との連絡会等

⼦どもの
発達支援相談

要支援児等
の支援

基盤づくり︓⺟⼦保健評価事業・研修会の開催、⾃⽴支援協議会等への参画

２ ⺟⼦保健対策

市町はすべての住⺠を対象に、⺟⼦保健法に基づく健診相談の実施

思春期 ⻘年期 結婚 妊娠 出産 乳児期 幼児期 小・中学生

思春期
ふれあい体験

妊娠届・⺟⼦⼿帳
交付・両親学級

面接・電話・訪問指導

要支援家庭
の相談支援

１.６歳児健診
２.６歳児健診
３歳児健診
訪問指導

要観察児教室

出生届・乳児訪問
乳児健診
育児相談

離乳食教室

（市町）

（保健所）

（２）未来のパパ＆ママを育てる出前講座
（妊孕性普及啓発プロジェクト）

▶中⾼生を対象に妊娠・出産に関する正しい知識の普及

（３）妊娠中からの気になる⺟⼦⽀援連絡票
▶気になる⺟⼦の情報を産科機関から産科医会を通じて保健所へ情報提供

Ｒ４年度 Ｒ５年度
産科機関からの
報告数

本所 １７件 １１件
支所 １０件 １０件

Ｒ４年度 Ｒ５年度

本
所

実施回数 ４回 ６回
内訳 ・瀬⼾内市⽴⻑船中学校

・県⽴⽟野⾼等学校
・県⽴⾢久⾼等学校
・吉備⾼原学園⾼等学校

・⽟野市⽴⼋浜中学校
・⽟野市⽴宇野中学校
・⽟野市⽴東児中学校
・⽟野市⽴⼭⽥中学校
・瀬⼾内市⽴⻑船中学校
・吉備⾼原学園⾼等学校

支
所

実施回数 １回 １回
内訳 ・備前市⽴⽇生中学校 ・備前市⽴⽇生中学校

- ５ -



（４）産科・精神科医療機関等保健医療連携会議・研修会
▶産科・精神科医療機関及び⾏政が、互いの役割や支援の実際を知り、

顔の⾒えるタイムリーな連携を⾏う体制づくりを進めている。
R５年度）企画会議︓５回

研 修 会︓R６年１⽉１８⽇
⾏政を除く参加機関︓産科 施設、精神科 施設 等

・R７年１⽉開催に向けて関係機関と協議を進めている。

（５）⼦どもの発達⽀援相談
▶乳幼児検診や家庭訪問で把握した発達等に課題のある親⼦に対して、

専門医や心理判定員、保健師等が専門的な相談に応じ、親⼦の状況に
応じた支援を⾏っている。

来所者数（実）
Ｒ４年度 Ｒ５年度

本所 ⽟野市 ５回
瀬⼾内市 ４回
吉備中央町 ４回

３１⼈ ３０⼈

支所 年２回 ８⼈ ８⼈

県⺠健康講座
精神保健福祉相談

発症発症予防 治療(通院）不調 入院 通院退院

未治療・治療中断者への支援、アウトリーチ支援、悪化を防ぐための支援、
⾃死遺族への支援、危機介入（⾃傷/他害）

３ 心の健康づくり

- ６ -

電話相談、面接（所内・所外）、家庭訪問、受診同⾏、入院医療機関でのケア会議等

理
解
あ
る
環
境
づ
く
り

ネットワーク
・管内精神保健連絡会の開催
・不登校・ひきこもり対策連絡会議等への参画
・⾃⽴支援協議会への参画
・地域移⾏・地域定着連絡会議の開催 等

⼈材育成 ・ピアサポーターの派遣（養成）
・ゲートキーパーの養成研修 等

普及啓発
・心の健康づくり県⺠健康講座
・職域への心の健康づくり講座
・思春期・⻘年期のこころの理解と関わり方研修 等



（１）精神保健福祉相談

本所 ⽟野市 ⽉１回、瀬⼾内市 ⽉１回、吉備中央町 年３回

支所 保健所で年２0回（管内市町への訪問あり）

（２）わかちあいの会
⼤切な⼈を⾃死（⾃殺）で亡くされた方々が、語り合うことを
通して悲しみや苦しみをわかちあい、ともに支え合う会

・年６回 会場︓備前保健所
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（３）市町や医療機関との連携、役割分担により、入院時
から、地域での生活ができることを目指して⽀援

・ケア会議の開催（参加）状況 Ｒ４年度 Ｒ５年度

本所 ３４ 回 ３９回

支所 ４２ 回 ５７回

（４）警察や矯正施設等からの通報の状況

Ｒ４年度 Ｒ５年度

本所 １６件 ２５件

支所 ２１件 １１件

・通報件数



（２）健康づくり環境整備事業

★第３次健康おかやま21の推進
（１）生活習慣病対策の推進

４ 体の健康づくり

思春期ふれあい体験

（３）健康づくりボランティア（愛育委員・栄養委員）との協働

高校文化祭での⼦育て啓発

減塩の声かけ方法の寸劇
- 8 -

合同リーダー研修会



５ 地域における医療提供体制の推進

（１）県南東部地域医療連携の推進
①脳卒中地域医療連携推進事業

脳卒中の急性期から維持期、在宅療養生活と円滑な連携に向けて、
医療や介護に関する連携パスの活⽤など関係機関との連携強化

▶県南東部地域の医療機関から幹事病院を、毎年度選出

②医療と介護の連携促進事業
医療と介護の連携を促進するための研修会や連絡会議等
▶岡⼭県介護支援専門員協会と協働

（２）安心・安全な医療の確保
①医療機関への⽴入検査 Ｒ５年度︓２０病院 ３診療所

②医療安全相談 R５年度︓１５件

６ 難病患者⽀援
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（１）医療費の助成（R6.3現在）

（２）医療福祉相談会、患者・家族の集い（R6.3現在）

玉野市 瀬⼾内市 吉備中央町 備前市 赤磐市 和気町 計

623 363 99 351 409 137 1,982

医療福祉相談会 患者・家族の集い
本所 ３回 ５回
支所 ２回 ３回

（３）災害時の⽀援に向けて（R6.3現在）
医療ニーズや介護度の⾼い方については、患者や家族とともに災害時の備えを
を確認しながら（個別支援シート）、個々の避難の実際について、市町の防災
担当部署とも情報共有をすすめる。

本所
玉野市 瀬⼾内市 吉備中央町 計
１５ １２ １ ２８

支所
備前市 赤磐市 和気町 計
１２ ２１ ４ ３７



衛 生 課

▶法に基づく計画
岡⼭県⾷品衛生監視指導計画（毎年度策定）

・重点的取組事項 ︓ 食中毒対策、ＨＡＣＣＰ等
・監視指導の実施計画、実施方法等

▶条例に基づく計画
岡⼭県⾷の安全・⾷育推進計画

（R6〜R11）
基本方針 １

基本方針 ２

１ 生産段階での安全確保
２ 製造から販売段階での安全確保

３ 正確な情報の提供による信頼確保
４ 相互理解の促進

安全性の
確保

信頼感
の醸成

＋ 安心の
定着

１ ⾷の安全・安心の確保

- １0 -



（１）監視指導及び⾷品検査
◆食品衛生監視機動班による重点監視

・広域流通食品等製造業、弁当仕出し屋、給食施設等を対象
・製造⼯程等に関する衛生管理、記録、表⽰等の確認
・ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の指導

◆一般監視、各種一⻫取締り

◆管内で製造、流通する食品の収去等

・クドア、アニサキス等の寄生虫

（２）ノロウイルス⾷中毒対策

※このほか、特に注意が必要な食中毒と対策

生野菜の取扱い、成型肉など食肉の加熱徹底

鶏刺し、鶏生レバー等の生食のリスクを周知啓発

判別できないキノコ、野草等は食べない等を啓発

鮮魚介類に寄生。リスクについて周知啓発

・毒キノコ、スイセン等の有毒植物

・カンピロバクター

・腸管出血性大腸菌
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・患者数では毎年１位。約８割は調理従事者由来。特に冬期に発生。
・調理従事者の健康、衛生管理の重要性
・弁当仕出し屋、旅館、学校、病院等を対象に監視指導を⾏う。



（３）かきの安全確保

・備前保健所管内で県内生産量の９割
・⾃主管理︓出荷前、出荷期間中の⾃主検査
・法改正により営業許可が必要となった「かき処理業者」への助⾔、

指導
・従事者の衛生講習
・生食⽤かき、養殖海域海⽔等の⾏政検査

◆営業者、従業員、消費者等への食品衛生講習

◆「食の安全相談窓⼝」の設置

・食中毒防⽌などの食品衛生知識
や食の安全・安心に関する講習
会を実施

・体験型講習会の実施

（４）県⺠への普及啓発

- １2 -



◆理・美容所、クリーニング所、旅館、公衆浴場等の
監視指導

◆衛生講習会の実施
◆循環浴槽等のレジオネラ対策
◆⽔道事業者の⽴入指導

２ 生活衛生営業の衛生確保

（１）薬局、毒物劇物営業者等の監視指導

・医薬品の品質、有効性及び安全性の確保
資格者の配置等適正販売
消費者に対する積極的な情報提供

・毒物劇物による事故の未然防⽌
適正な保管管理の徹底
事故防⽌・事故処理対策の徹底

３ 医薬品等の適正使用等
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（２）覚醒剤等薬物乱用防止
大麻検挙人員の推移
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岡山県 全国

県内の大麻検挙人員は、令和５年が
過去最多の１０６人。
３０歳未満の占める割合が約７割。

25人

49人
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7人
5人 2人

10歳代
20歳代
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60歳代

（２）覚醒剤等薬物乱用防止

◆ヤング街頭キャンペーン等普及
啓発活動

◆⾼等学校文化祭等での啓発
パネル展⽰

（地元⾼校生等も参加）

ＪＲ岡⼭駅（就実高校等）

文化祭（和気閑谷高校）
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検 査 課

検査課の管轄区域
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⾷品衛生検査

⾷中毒・苦情検査

生活衛生検査

HIV迅速検査

感染症の検査

通常業務（計画的に実施）

緊急業務

通常業務（計画的に実施）

通常業務（計画的に実施）

緊急業務

※保健・衛生業務に関係する行政検査を担当

関係課
（関係業務）

衛生課

（食品衛生）

（生活衛生）

保健課

（感染症対策）

１ 衛生検査業務の推進
（１）検査業務

区 分 検体数 検査項目数

⾷品衛生検査 1,816 18,876

⾷中毒・苦情検査 219 3,155

生活衛生検査 260 1,310

感染症検査 195 195

HIV迅速検査 19 19

計 2,509 23,555

検体数

検査項目数

令和５年度

（２）検査実績
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加工⾷品の検体 細切 透析

不純物の除去機器を用いた分析分析チャート

（３）理化学検査の流れ

理化学検査

質量分析装置による残留農薬検査
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高速液体クロマトグラフによる
⾷品添加物検査



⾷品の検体 希釈検体の⼀定量を分取 培地を添加

培地の凝固培養細菌の集落

（４）細菌検査の流れ

微生物検査

寄生虫の検査

カビの同定検査

培養検査による細菌数の測定

ノロウイルスのPCR検査
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食品衛生法に基づく規格基準に適合しない食品
や不衛生な食品が流通しないようにチェックしま
す。

 食品等の規格基準検査
 食品表⽰の適正確認の検査
 有害物質の汚染実態調査
 食品のカビ毒の検査

（５）⾷品衛生検査

公衆衛生関係法令や指導要領などに基づいて、
生活衛生の確保のために⽔質検査を実施していま
す。

（６）生活衛生検査
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 浴槽⽔の検査
 プール⽔の検査
 クーリングタワー冷却⽔等の

検査



エイズ対策として備前保健所及び美作保健所で
は住⺠を対象に無料でHIV迅速検査を実施してお
り、検査対応しています。

備前保健所 毎⽉第１，第３⾦曜⽇

美作保健所 毎⽉第３木曜⽇

＊美作保健所の検査には備前保健所検査課から出張対応。

（７）HIV迅速検査

食中毒や食中毒が疑われる事案発生時、食品
に関する苦情の申し出があったときに原因究明
のために理化学検査や細菌検査等を実施します。

 食品等の細菌・カビ・寄生虫の検査
 食品等の理化学検査
 便や拭き取り検体等の細菌検査
 患者便のノロウイルスの検査

（８）⾷中毒等の検査
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赤痢、チフス、腸管出血性⼤腸菌等の細菌に
起因する感染症が発生した際に、感染の広がり
や感染経路の調査を目的とした検査を実施しま
す。

 患者、接触者の便検査
 使⽤⽔や生活環境から採取し

た検体の検査

（９）感染症の検査

試験検査業務の信頼性を確保するため、 GLP
の推進に取り組んでいます。

 内部精度管理
 外部精度管理
 内部点検

＊GLP︓Good Laboratory Practice

（10）GLP （試験検査の業務管理）の推進
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